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平成１３年　４月　９日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

原田学長の実験公開について

　このことについて，下記のとおり行いますのでお知らせします。

記

日　時　 平成１３年４月１１日（水）１１：００～

場　所　 広島大学医学部附属動物実験施設（別図参照）

広島市南区霞一丁目２番３号

内　容　 伝書鳩の壺嚢神経切断手術実験
　『鳥、魚の帰巣性の秘密を探る』と題し、"耳石器 Lagena がナビゲータ
ーか"ということについて、去る３月１５日に記者発表を行い、その席で今
後壺嚢神経切断を行った鳩の帰巣実験を行うと公表していたところであ
る。
　その後、公開実験に先立ち予備実験として去る４月７日（土）午後、神経
切断を行った伝書鳩（３羽）と微弱磁性物質を壺嚢に貼付した伝書鳩（３
羽）が帰巣出来るかどうかの実験を、三戸歯科（広島市安芸区中野）の三
戸應則先生（広島平和競翔連合会会長）の協力を得て、その立ち合いの
もとに行った。
　その結果、全ての鳩が帰巣することが出来ず、原田学長の説が実証さ
れたことになり、改めて５月の連休明に、公開で帰巣実験を行う予定とし
た。
　そこで、それに先立ち、今回その公開実験に使用する伝書鳩の神経切
断手術を行う現場を、公開するものである。
　なお、当日参加を希望される場合は、準備の都合もあるので、事前に次
の問い合わせ先まで連絡をいただきたい。

【お問い合わせ先】

広島大学大学情報主査　　戸　澤

ＴＥＬ：（０８２４）２４－６０１３

（ダイヤルイン）

［発信枚数；Ａ４版　２枚（本票含む）］
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